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発達障害のある子どもを、早期から総合的に支援するために

【研究の背景】
　LD、ADHD、自閉症等の発達障害については早期からの生涯にわたる総合的な支援が重要です。そして、早
期発見・早期支援を具体化することは発達障害者支援法に規定された国の責務でもあります。これに対応する
ために、早期発見・早期支援を中心に、文部科学省関係機関・厚生労働省関係機関が一体となった総合的シス
テム構築の在り方に関しての研究を行いました。

【主な研究活動】
１．文科省、厚労省における施策の現状の把握。
２．諸外国の早期発見・早期支援の現状の把握。
３．�特別支援学校における早期支援の取り組み、幼児ことばの教室、乳幼児健診、及び幼稚園・保育所での早
期支援、の現状についてのアンケート調査。

４．先進的な早期支援を行っている地域の実地調査。
５．研究協力者を含めた施策に向けた検討。

【研究成果（その１）】
　本研究では、就学前の早期支援が、図１に示したようにその後の発達支援の基盤になるものと考えて研究を
進めました。上記の研究活動から得られた結果を要約すると、以下のようになります。

１．�フィンランド、米国、英国では、早期から支援されて
いる子どもの割合が高い（３～５歳で約５～10％）。早
期には発達障害の確定診断が困難な場合もあります
が、これらの国では確定診断がなされる前でも支援の
対象としています。（例： 米国における「発達の遅れ：
developmentaldelay」というカテゴリーの利用等）

２．�我が国の特別支援学校や、いわゆる幼児ことばの教室に
おいて、発達障害のある幼児への支援が積極的に取り組
まれてきています。しかし、支援を受けているのは、両
者をあわせても全幼児の0.2％です。

３．�発達障害のある可能性について、適切な研修を受けた幼
稚園・保育所においては早期から気づかれています。

４．�地域事例における取り組みの主なものは、以下の通りで
す。

　　A．関連部署や機関を統括する部門の設置
　　B．子ども行政の一元化
　　C．法定健診の充実や５歳頃の健診の追加
　　D．幼稚園・保育所への支援
　　E．幼児を対象とした通級指導教室の設置
　　F．子どもの情報を一元的に記録するファイルの作成と活用

図１�　早期から生涯にわたる発達支援の
概念図。（湖南市の資料から一部改
変して使用）
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本リーフレットは、研究所で行った次の研究を基に
作成しています。

【研究課題名（研究期間）】
　発達障害のある子どもの早期からの総合的支援
システムに関する研究
� （平成18年度～平成19年度）
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【研究成果（その２）とその活用】
　本プロジェクト研究の成果として、長期的に国や地方公共団体が目指す到達点を検討し、「発達障害支援グラ
ンドデザイン＜Ver.1�早期における支援を中心に＞」としてまとめました。これは、要配慮児（発達障害児や
発達障害の可能性があり配慮・支援の必要な子ども）への早期からの総合的な支援システムを構築する際に、
地方公共団体等で活用されることを期待して作成したものです。以下の７つの項目からなっています。
１．�統括・調整（責任ある組織のもとに、一貫性のある効率的で利便性の高い行政サービスが、一人一人のニ
ーズに応じて提供されるために）

２．�就学前の発見と支援（保護者が安心できる、子どもの発達段階に応じた適切な支援を受け、成長を促すこ
とができるために）

３．就学後の発見と支援（早期の支援を生かし、学校において適切な支援が行われ、社会的自立ができるために）
４．�教育環境整備（個々のニーズに応じた教育的支援を可能にし、子どもたちが安心して、お互いを支え合う
学校生活を送ることができるために）

５．切れ目のない連携（生涯にわたり一貫性のある支援をいつでもどこでもうけることができるために）
６．保護者支援（保護者の思いや願いに寄り添い、安心して子育てができるように）
７．社会基盤の充実（発達障害を理解し、社会全体で支え、共に生きるために）

【グランドデザインの概念図】

�図２�　上記のグランドデザインの７つの項目の関係
を図にして示しました。

【グランドデザインの活用のために】
　このグランドデザインとその説明のついた報告書
は、全国の地方公共団体に配布し、実際に広く活用
していただくようにします。
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